
居
心
地
の
良
い
、歩
き
た
く
な
る
ま
ち

「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ
」

　

昨
今
、
世
界
中
の
多
く
の
都
市
で
、
ま
ち
な
か
を
車
中
心

か
ら
人
と
車
が
共
存
す
る
空
間
へ
と
転
換
し
、
人
々
が
集
い

憩
い
多
様
な
活
動
を
繰
り
広
げ
ら
れ
る
場
へ
と
改
変
し
て

い
く
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
都
市
に
活
力
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

歩
き
や
す
い
ま
ち
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ
」
に
は
、
他

地
域
か
ら
の
転
入
者
や
、
観
光
客
の
増
加
が
確
認
さ
れ
、
経

済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸

に
位
置
す
る
オ
レ
ゴ
ン
州
最
大
の
都
市
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
、

豊
か
な
自
然
を
残
し
な
が
ら
都
市
機
能
を
集
中
さ
せ
る
こ

と
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
環
境
に
優
し
い
都
市
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
。
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
が
整
備
さ
れ
、
職
住
遊
近
接

で
歩
い
て
移
動
す
る
こ
と
を
基
本
に
設
計
さ
れ
た
ま
ち
で

は
、
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
実
現
さ
れ
、
住
み
や
す
い

ま
ち
の
一
つ
と
し
て
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。

　

一
方
、
前
橋
で
も
、
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
、

定
住
人
口
と
流
動
人
口
が
増
加
し
持
続
的
に
発
展
す
る
た

め
、
１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
都
市
の
指
針
と
し
て
「
め
ぶ

く
。」（
Ｗ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ 

ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 

ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ 
ｇ
ｒ
ｏ
ｗ

＝
良
い
も
の
が
育
つ
ま
ち
）と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ

た
（
平
成
28
年
）。
令
和
元
年
に
は
、
前
橋
を
唯
一
無
二
の

デ
ザ
イ
ン
都
市
と
し
て
、
既
存
の
魅
力
に
更
な
る
価
値
を
付

加
す
る
た
め
の
戦
略
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
＆
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｘ
構
想
」

「
前
橋
市
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
」が
官
民
連
携
に
よ
り
策
定

さ
れ
、
こ
れ
ら
を
具
現
化
す
る
た
め
の
民
間
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
組
織
「
前
橋
デ
ザ
イ
ン
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｄ
Ｃ
）
」

が
立
ち
上
が
っ
た
。
現
在
、
前
橋
の
ま
ち
な
か
で
は
、
新
た

な
お
店
の
誘
致
や
ま
ち
な
み
整
備
が
進
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

の
ま
ち
の
良
さ
に
新
た
な
魅
力
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
時
、「
交
通
」
の
視
点
も

重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ま
ち
に
魅
力
が
あ
っ
て
も
、
そ
こ

に
行
く
交
通
手
段
が
脆
弱
だ
と
に
ぎ
わ
い
は
生
ま
れ
な
い
。

交
通
手
段
が
充
実
し
て
い
て
も
、
ま
ち
に
魅
力
が
無
け
れ
ば

集
い
は
生
ま
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
た
時
に
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
」と
「
快
適
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
融
合
す
る
こ
と

で
初
め
て
価
値
の
高
い
前
橋
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
、
前
橋
市
で
は
、
前
述
の
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
に

合
わ
せ
て
、
平
成
30
年
３
月
に
前
橋
市
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
（
P
６
図
）が
策
定
さ
れ
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
持
続
可
能
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

ウォーカブルシティの理想のまちなみ（ポートランド）�ç�¯�ï�Í�«�Ä�è �´ �ç�É�ý�Ä�ë�Ó�«�è �í�•
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新
た
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
向
け
て

　

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
構
築
に
向
け
た
動
き
の
一

つ
と
し
て
、
都
市
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
の
中
で
持
続
可

能
な
交
通
体
系
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
環
境

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
マ
ー
ス
＝
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ 

ａ
ｓ 

ａ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
）と
は
、一
人
一
人
の
移
動
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
、
バ
ス
、
電
車
、
タ
ク
シ
ー
、
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
な
ど
、
複
数
の
移
動
手
段
を
シ
ー
ム
レ
ス
に

結
び
つ
け
、
一
括
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

だ
。
例
え
ば
、
映
画
館
や
カ
フ
ェ
等
の
目
的
地
ま
で

移
動
す
る
と
き
、
い
ま
で
も
ア
プ
リ
を
使
え
ば
自
宅

か
ら
目
的
地
ま
で
の
最
適
経
路
と
利
用
す
べ
き
交
通

機
関
、
所
要
時
間
や
料
金
な
ど
を
簡
単
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
で
は
検
索
機
能
だ
け
で
は

な
く
、
交
通
機
関
の
予
約
や
支
払
い
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
を
使
い
、
ま
と
め
て
で
き
る
よ

う
に
な
る
（
下
図
）。

　

前
橋
市
で
は
、
前
橋
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
実
証
実
験
と

し
て
、
令
和
元
年
度
に
市
内
公
共
交
通
の
一
括
検
索

と
予
約
、
自
動
運
転
バ
ス
の
位
置
情
報
の
確
認
、、
ア

プ
リ
上
の
ク
ー
ポ
ン
で
対
象
施
設
か
ら
特
典
が
受
け

ら
れ
る
、
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
検
証
を
行
っ
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
よ
り
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
提
供
事
業
者
や
交
通
事
業
者

と
共
に
前
橋
市
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議

会
を
設
置
し
、
観
光
型
と
生
活
型
の
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
連
携

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
。
観
光
客
の
移
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
行
程
案
内
、
中
心
市
街
地
に
お
け

る
バ
ス
の
定
額
制
チ
ケ
ッ
ト
の
発
券
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
連
携
し
た
市
民
割
引
な
ど
の
決
済
機

能
の
検
証
を
行
う
。

MaaSの概要図（国土交通省資料より抜粋）

ま
ち
な
か
で
快
適
に
移
動
す
る
た
め
に

①
運
転
手
不
足
に
対
応
す
る
自
動
運
転
バ
ス
の
検
証

　

路
線
バ
ス
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
全
国
的
な
課

題
と
さ
れ
て
い
る
。
前
橋
市
で
は
、
こ
う
し
た
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
群
馬
大
学
・

日
本
中
央
バ
ス
等
の
関
係
者
と
共
に
、
自
動
運
転
バ

ス
の
社
会
実
装
に
向
け
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
令
和
２
年
度
は
、
総
務
省
の
事
業
採
択
を
受
け
、

第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
（
５
Ｇ
）を
活
用
し
、

よ
り
高
度
な
自
動
運
転
を
目
指
し
て
更
な
る
実
証
実

験
を
予
定
し
て
い
る
。

②
利
便
性
の
高
い
バ
ス
の
運
行
を
目
指
し
て

　

前
橋
市
内
は
６
社
の
バ
ス
事
業
者
が
運
行
を
行
っ

て
い
る
が
、
中
心
市
街
地
の
路
線
が
重
複
す
る
区
間

で
は
、
特
定
の
時
間
に
便
が
集
中
し
、
後
続
便
の
間

隔
が
開
い
て
し
ま
う
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

６
社
に
よ
る
バ
ス
の
共
同
運
行
・
運
賃
プ
ー
ル
制
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
の
等
間
隔
運
行
に
よ
る
効

率
化
と
利
便
性
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

乗
合
バ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
基
盤
的

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
独
占
禁
止
法
の
適
用
が
除
外
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
実
現
性
が
増
し
た
。
こ
う
し

た
状
況
に
対
し
て
、
民
間
事
業
者
で
あ
る
群
馬
中
央

バ
ス
㈱
の
代
表
取
締
役
社
長
の
関
根
福
寿
氏
（
以
下
、

関
根
氏
）は
「
お
客
様
の
利
便
性
向
上
に
は
、
市
内
バ
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幅
広
い
地
域
で
も
快
適
に
移
動
す
る
た
め
に

①
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
高
度
化

　

前
橋
市
の
バ
ス
路
線
の
特
徴
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
前
橋

駅
を
中
心
に
放
射
線
状
に
バ
ス
路
線
が
構
築
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
郊
外
部
に

な
る
ほ
ど
路
線
バ
ス
で
網
羅
で
き
な
い
公
共
交
通
不

便
地
域
が
広
が
る
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
エ
リ
ア
を
解
消
す
る
た
め
、
前
橋
市
で

は
、
予
約
を
行
う
こ
と
で
、
希
望
す
る
バ
ス
停
と
バ

ス
停
の
間
を
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
な
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
導
入
を
行
い
、
地
域
内
の
移
動
手
段
の
確
保
と

幹
線
バ
ス
路
線
ま
で
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
環
境

整
備
を
進
め
て
い
る
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
予
約
シ
ス

テ
ム
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
配
車
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す

る
。
複
数
の
客
が
乗
合
で
利
用
す
る
デ
マ
ン
ド
交
通

の
配
車
計
算
を
Ａ
Ｉ
が
行
い
、
効
率
的
な
運
行
を
実

現
す
る
。

②
地
域
内
交
通
の
導
入

　

城
南
地
区
で
は
、
地
域
住
民
が
中
心
と
な
り
、
地

域
内
交
通
運
営
委
員
会
を
組
織
す
る
。
地
域
が
主
体

と
な
り
、
専
用
の
広
報
誌
で
の
Ｐ
Ｒ
や
お
得
な
回
数

券
の
作
成
等
、
地
域
の
移
動
課
題
解
消
に
向
け
た
取

組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
令
和
2
年
10
月
か

前橋でシェアサイクルを導入

前橋市地域公共交通網形成計画の展開イメージ図（前橋市資料より抜粋）

ス
路
線
の
等
間
隔
運
行
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
共

同
運
行
や
運
賃
プ
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
業
界

と
し
て
も
賛
同
し
て
い
る
。
前
橋
市
と
各
バ
ス
事
業

者
の
ト
ッ
プ
が
協
議
で
き
る
場
が
で
き
た
こ
と
で
、

路
線
バ
ス
の
再
編
や
パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ
の
導
入
な
ど
、

今
後
本
格
的
に
議
論
が
展
開
さ
れ
る
」と
話
す
。

③
短
距
離
移
動
を
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
で
サ
ポ
ー
ト

　

こ
う
し
た
バ
ス
路
線
充
実
の
動
き
に
合
わ
せ
、
移

動
手
段
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
移
動
の
利
便
性
を
よ

り
高
め
る
た
め
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。
誰
で

も
簡
単
、
気
軽
に

利
用
で
き
、
環
境

や
健
康
に
配
慮
し

た
交
通
手
段
で
あ

る
自
転
車
を
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
ま
ち
な
か

の
回
遊
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。
現
在
は
、
そ
の
需

要
を
探
る
た
め
、
回
生
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
活

用
し
た
市
民
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
環
境
の
構
築
に
向
け
た
分
析
を
進
め
、
令
和

３
年
７
月
頃
の
本
格
稼
働
を
目
指
し
て
い
る
。
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ら
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
城
南
あ
お
ぞ
ら
号
」
を
本
格

運
行
し
て
地
域
の
足
を
支
え
る
。

③
「
マ
イ
タ
ク
」に
よ
る
タ
ク
シ
ー
の
利
活
用

　

移
動
困
難
者
対
策
と
し
て
、
平
成
28
年
１
月
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
た
マ
イ
タ
ク
事
業
。「
マ
イ
タ
ク
」
と

は
、
デ
マ
ン
ド
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
の
こ
と
で
、
高
齢

者
や
免
許
返
納
者
等
で
事
前
に
登
録
を
し
た
方
を
対

象
に
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
人
数
（
相
乗
り
）に
応
じ

て
運
賃
の
割
引
を
行
い
、
移
動
支
援
を
す
る
も
の
だ
。

現
在
は
、「
マ
イ
タ
ク
」利
用
時
に
必
要
な
利
用
券
の

役
割
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
持
た
せ
、
よ
り
便

利
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

官
民
連
携
に
よ
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築

　

こ
の
よ
う
に
前
橋
市
は
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
、
分
か
り
や
す
く

使
い
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
、
様
々
な

施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
行
政
の
動
き
に
対
し
、
民
間
事
業
者
で

あ
る
ア
サ
カ
タ
ク
シ
ー
㈱
代
表
取
締
役
の
國
岡
充
朗

氏
は
「
コ
ス
ト
の
か
か
る
配
車
作
業
が
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な

ど
の
技
術
に
よ
り
、
効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
あ
り
が

た
い
。
ま
た
、
各
社
の
特
徴
が
お
客
様
に
伝
わ
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
と
、
よ
り
一
層
お
客

様
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
期
待

を
寄
せ
る
。

人
と
車
の
共
存
す
る
ま
ち

　

前
橋
で
は
、
多
様
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目

指
し
た
動
き
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り

と
一
体
的
に
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。
実
際
に
、
市
内
在
勤
の
一
般
市
民
か
ら
は
「
移

動
を
便
利
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
移
動
す
る
先
に

お
洒
落
な
カ
フ
ェ
や
グ
ル
メ
な
ど
の
プ
ラ
ス
α
の
コ

ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
と
、
ま
ち
な
か
に
行
っ
て
み
た
く

な
る
。
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
活
用
す
れ
ば
、
学
生
や
社
会
人

な
ど
、
人
に
よ
っ
て
最
適
な
移
動
手
段
を
使
い
分
け

て
快
適
に
移
動
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
前
出
の
関
根
氏
は

「
需
要
の
少
な
い
時
間
帯
に
も
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る

た
め
、
収
入
を
増
や
す
た
め
の
各
社
の
努
力
や
目
的

地
に
魅
力
が
必
要
で
あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。
ま
ち

と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
緊
密
な
連
携
を
図
る
こ
と

で
、
よ
り
実
態
に
即
し
た
、
住
ん
で
楽
し
い
・
訪
れ

て
楽
し
い
ま
ち
が
実
現
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
来
、
前
橋
は
緑
豊
か
で
都
市
機
能
が
集
約
さ
れ

た
ま
ち
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
々
に
と
っ
て
、

よ
り
一
層
楽
し
く
快
適
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
に
な
れ
ば
、
多
様
な
人
々
が
集
ま
り
交
流
が
生
ま

れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
制
作
協
力
：
前
橋
市
交
通
政
策
課
）

魅力あるまちには人が集い、様々な交流が生まれる（左：リヨン、右：バークリー）
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開催期間を長くすることにより、３密を避けた対応しております。

特別価格で対応!!
年に一度のチャンスです!
ぜひ、ご来店ください。

クリスマス
ビッグセール開催

11/20（金）～12/25（金）まで

事業資金・経営課題 の 解決 に関することは

お気軽にご相談ください

本部・営業部　℡０２７－２３１－８８１６

群馬県信用保証協会

群馬県信用保証協会 検 索

〒379-2153　前橋市上大島町2-1

TEL 027-261-2534(代)
FAX 027-263-2396

●餃　子  ●焼　売
●肉　巻  ●ワンタン

製造販売

TEL.027-290-2550
10:00～19：00(平日)
  9：00～18：00（日・祝）
〒379-2166
群馬県前橋市野中町401-3

工場直売店

おかげさまで今年 周年創業50

蔵前産業株式会社
〒379-2153　群馬県前橋市上大島町176-44
電話027（261）3552　FAX027（263）0414

会場：旅館たにがわ　群馬県利根郡みなかみ町谷川524-1

ISO 9001　ISO 14001　認証取得

橋本勝 谷川岳フォトギャラリー
谷川岳の作品等を常設展示しております
お気軽にお立ち寄りください（入場無料）

TAN IGAWADAKE
谷川岳写真集も好評発売中



　約８年前に前橋市のまちなかでオープンした、健康志向のイタリアンのお店「LA ITAMESHI」は、
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により売上減少に見舞われました。感染症拡大による影響
を乗り越えるべく、店舗改装を通した販路拡大に向けた取り組み事例を紹介します。

感
染
症
拡
大
に
よ
る
影
響
で

抜
本
的
対
策
に
迫
ら
れ
る

課　題
　

そ
こ
で
検
討
し
た
の
が
、
惣
菜
製
造
の
許
可
を
得
る
た
め
に
店
舗
改
装

し
、
地
元
ス
ー
パ
ー
等
で
弁
当
や
惣
菜
の
委
託
販
売
を
行
っ
て
、
来
店
や

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
加
え
た
新
た
な
販
路
を
確
保
す
る
こ
と
で
し
た
。
売
上

が
減
少
し
た
な
か
で
の
新
規
投
資
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
金
調
達
策
の
意

味
も
含
め
て
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
の
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活

用
し
よ
う
と
思
い
、
前
橋
商
工
会
議
所
へ
相
談
し
ま
し
た
。
申
請
書
作
成

に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
や
書
き
方
に
つ
い
て
稲
垣
さ
ん
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
結
果
、
無
事
に
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

申
請
書
の
作
成
を
通
し
て
補
助
内
容
の
店
舗
改
装
だ
け
で
な
く
、
現
状

の
売
上
構
成
の
分
析
や
顧
客
動
向
、
自
店
の
強
み
を
活
か
し
た
店
舗
経
営

の
あ
り
方
な
ど
の
気
づ
き
が
あ
り
、
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
乗
り
越
え
る

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
整
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感染症拡大による影響を
乗り越えるべく店舗改装を実行！

企業概要
LA　ITAMESHI 飲食観光部会  No.91101

　

当
店
は
薬
膳
を
取
り
入
れ
た
健
康
志
向
の
イ
タ
リ
ア
ン
と
し
て
、
店
内

で
の
飲
食
提
供
に
加
え
て
会
議
等
で
提
供
さ
れ
る
弁
当
の
受
注
や
薬
膳

に
関
す
る
講
座
を
開
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
ま
で
は
順
調
に
売
上
を
確
保
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
っ
て
店
舗
へ
の
来
店
と
弁
当
の
受
注
が
と
も
に
大
き

く
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
４
月
に
は
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
弁
当
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
が
、
売
上
減
少
分
を
カ
バ
ー
す
る
ま

で
に
は
至
ら
ず
、
抜
本
的
な
対
応
策
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

[代 表 者] 松井 祐友貴

[ U R L ] http://www.laitameshi.com

[TEL/FAX] 027-226-6577

[ 住 所 ] 群馬県前橋市本町２-５-４ 二階

[営業時間] 昼11:00～　夜17:00～

[定 休 日] 毎週月曜日、第一日曜日

新
規
投
資
の
た
め
に
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活
用

取り組み
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感
染
症
拡
大
に
よ
っ
て
、
免
疫
力
向
上
な
ど
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま

る
な
か
で
日
々
の
食
事
は
重
要
な
要
素
で
す
。「
薬
膳
を
取
り
入
れ
た
健

康
志
向
の
イ
タ
リ
ア
ン
」と
い
う
当
店
の
特
徴
を
活
か
し
、
健
康
維
持
と

増
進
に
役
立
つ
「
食
」を
提
供
す
る
存
在
と
な
れ
る
よ
う
に
、
外
部
へ
の

弁
当
販
売
や
薬
膳
講
座
に
力
を
入
れ
つ
つ
、
実
店
舗
へ
の
来
店
に
つ
な

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
新
た
な
取
り
組
み
に
際
し
て
は
前
橋
商
工

会
議
所
の
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

補
助
金
が
採
択
と
な
り
、
厨
房
と
フ
ロ
ア

を
完
全
に
区
切
る
改
装
工
事
を
行
な
っ
て
、
店

内
に
お
け
る
感
染
予
防
の
体
制
強
化
と
弁
当

や
惣
菜
の
委
託
販
売
を
行
う
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
惣
菜
製
造
の
許

可
申
請
中
で
、
許
可
が
下
り
れ
ば
ス
ー
パ
ー

等
へ
の
委
託
販
売
を
通
し
て
認
知
度
を
上
げ
、

新
規
顧
客
獲
得
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
改
装
で
フ
ロ
ア
の
座
席
数
を

絞
っ
て
予
約
制
と
し
た
こ
と
で
、
お
客
様
の
好

み
や
要
望
に
応
じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ

る
「
お
客
様
だ
け
の
料
理
」を
提
供
す
る
こ
と

で
満
足
度
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　感染症拡大によって大きく影響を受けた業種の一つに飲食店がありま

す。春先からの「危機」に対して少しでも売上を確保しようと、多くの

飲食店では試行錯誤が繰り返されてきました。そのなかで、いち早く影

響を乗り越えるための方策として松井さんが行われた弁当・惣菜製造部

門の確立に向けた取り組みについて、新たな気づきを得てもらうことも

意識しつつ補助金申請の支援をさせていただきました。今後も各種支援

制度の活用や販路拡大策などの展開をお手伝いしたいと考えています。

感染症拡大による影響を
乗り越えるために 経営支援課　係長

経営指導員　稲垣昌茂

改装後の店内にて（松井代表と稲垣係長）

自
店
の
特
徴
を

活
か
し
た
店
舗
づ
く
り
へ

今　後

販
路
開
拓
の
ツ
ー
ル
と

来
店
客
の
満
足
度
向
上
を
獲
得

結　果

2020.1111

生命医療共済です。 前橋商工会議所へ
☎ 234ー 5111（代）

◆お申込み・お問合せは

（前橋支店）☎ 254ー 2755

６０歳以上の方の
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会員募集

まちなかの活性化に向け、共にまちづくりを進める仲間を募集中
です。ご興味のある方は、下記問合わせ先へご連絡ください。
追って詳細を説明させていただきます。
〈問合わせ先   tel：027-289-3773    mail：info@maebashidc.jp〉

強みと弱みを知ろう。

今回の内容に関連した申込不要・参加無料の勉強会を右記
の通り行いますのでぜひご参加ください。なお、会社やグ
ループでのご参加であれば別途日時でのご相談にも応じま
すので、お気軽にご連絡ください。

勉強会のご案内

・11月  9日(月) 19 - 20時
・11月17日(火) 16 - 17時

日
時

前橋デザインコミッション事務所
前橋市本町2-1-6

場
所

NEWS

今月、MDC-Webを大幅リニューアル予定ですのでこうご期待。
アーバンデザインの「今」が分かるサイトへと進化し続けます。

築の基礎とします。前回は【自社＝内部要因⇒変えられ

る】、【顧客×競合＝外部要因⇒変えられない】ことを

確認しました。中央通りのニューカマー「なか又」を例

にとりましょう。デザイン会社を母体としている、和菓

子は全くの素人である…となか又の「強み/弱み」は明

確でした。幸いその「弱み」はリカバー可能な要素であ

り、デザイン力などの「強み」を活かすことで成果を得

ています。冷静な分析＋綿密な作戦立案＋何よりも熱意

をもって挑戦することで、まちなかにもまだまだチャン

スがあることをなか又は証明してくれています。こう

いった成功体験がそこかしこで生まれることこそがアー

バンデザイン実現のための原動力となるのです。

20世紀までは画一的な「都市化」がまちづくりの一般

的な目的で、「新幹線がある＝強み」で「新幹線がない

＝弱み」という時代でした。1992年に山形新幹線が開

通したあたりから顕在化した「ストロー」現象が示すよ

うに、新幹線という強力な吸引に負けない「まちの魅力」

がなければ、購買力や経済活動が首都圏に吸い取られる

だけの危険な装置でもあったのです。『前橋市アーバン

デザイン』や『Green&Relax』では、20世紀的「都市

化」ではない「なりたい姿」が描かれています。前橋に

とって「新幹線」の有無が重要な「強み/弱み」ではな

いのです。次回も「なりたい姿」をしっかり見据えなが

ら、前橋のSWOTを確認していきたいと思います。

京セラ創業者である稲盛和夫は「戦略」について「経営

理念で示す自社の理想と現状とのギャップを埋めていく

シナリオ」と定義しています。つまり理想的な「なりた

い姿」と現状の差異が戦略立案の出発点となります。

『前橋市アーバンデザイン』『Green&Relax』が前橋

市の「なりたい姿」なので、それと現状のギャップを埋

めることがまちづくりのための戦略ということになりま

す。前回の小川屋は、時代に合わせ変化し、顧客や競合

に対応できる企業という「なりたい姿」を見通すことで

自社を守ってきました。まちづくりの場合は、誰が顧客

で競合なのかが分かりにくく、そもそも「まち」を説明

すること自体が容易ではありません。「なりたい姿」が

大きすぎることがその要因です。以前、登山をマーケ

ティングに例えましたが、エベレストと赤城山では登り

方が大きく異なるように「まち」としての「なりたい姿」

によって戦略が変わっていくのです。

「なりたい姿」に向かう自社の現状を確認するため

SWOTというフレームワークを活用します。「強み

(Strength)」とその裏側にある「弱み(Weakness)」

という自社の【内部要因】、【外部要因】である「機会

(Opportunity)」と「脅威(Threat)」を俯瞰し戦略構

戦略立案の出発点「なりたい姿(目的)」

何が「変えられる」ことか？

まちづくりの「なりたい姿」

『Green & Relax』に共感したデザ
イン会社ナニラニが、中央通り商
店街に2018年開業。「前橋発和む
菓子店」としてヒットを連発、行
列の絶えない人気店としてローカ
ルファーストを実践している。

なか又

なか又 の SWOT

プラス要因

SWOT

マイナス要因

内
部
要
因

外
部
要
因

自社Company

市場 • 顧客Customer

競合Competitor

変
え
ら
れ
る

変
え
ら
れ
な
い

ラ
イ
バ
ル
（
脅
威
）
が
い
な
い

中
央
通
り
で
勝
負
！ 老舗

ニューウェイブ和菓子

コンビニスイーツ

Threat脅威

デ
ザ
イ
ン
会
社
な
ら
で
は
の

他
に
は
追
従
で
き
な
い

圧
倒
的
強
み
！

ブランディング力
デザイン力
発信力

Strength
強み

ブ
ー
ム
（
チ
ャ
ン
ス
）
に

乗
っ
か
る
！

和菓子再評価

デパ地下ブーム

スイーツブーム

Opportunity

機会

代
替
、
補
填
、
努
力
で

リ
カ
バ
ー
可
能
な
弱
み

和菓子は素人

物販は未経験

Weakness

弱み
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いのです。次回も「なりたい姿」をしっかり見据えなが

ら、前橋のSWOTを確認していきたいと思います。

京セラ創業者である稲盛和夫は「戦略」について「経営

理念で示す自社の理想と現状とのギャップを埋めていく

シナリオ」と定義しています。つまり理想的な「なりた

い姿」と現状の差異が戦略立案の出発点となります。

『前橋市アーバンデザイン』『Green&Relax』が前橋

市の「なりたい姿」なので、それと現状のギャップを埋

めることがまちづくりのための戦略ということになりま

す。前回の小川屋は、時代に合わせ変化し、顧客や競合

に対応できる企業という「なりたい姿」を見通すことで

自社を守ってきました。まちづくりの場合は、誰が顧客

で競合なのかが分かりにくく、そもそも「まち」を説明

すること自体が容易ではありません。「なりたい姿」が

大きすぎることがその要因です。以前、登山をマーケ

ティングに例えましたが、エベレストと赤城山では登り

方が大きく異なるように「まち」としての「なりたい姿」

によって戦略が変わっていくのです。

「なりたい姿」に向かう自社の現状を確認するため

SWOTというフレームワークを活用します。「強み

(Strength)」とその裏側にある「弱み(Weakness)」

という自社の【内部要因】、【外部要因】である「機会

(Opportunity)」と「脅威(Threat)」を俯瞰し戦略構

戦略立案の出発点「なりたい姿(目的)」

何が「変えられる」ことか？

まちづくりの「なりたい姿」

『Green & Relax』に共感したデザ
イン会社ナニラニが、中央通り商
店街に2018年開業。「前橋発和む
菓子店」としてヒットを連発、行
列の絶えない人気店としてローカ
ルファーストを実践している。

なか又

なか又 の SWOT

プラス要因

SWOT

マイナス要因

内
部
要
因

外
部
要
因

自社Company

市場 • 顧客Customer

競合Competitor

変
え
ら
れ
る

変
え
ら
れ
な
い

ラ
イ
バ
ル
（
脅
威
）
が
い
な
い

中
央
通
り
で
勝
負
！ 老舗

ニューウェイブ和菓子

コンビニスイーツ

Threat脅威

デ
ザ
イ
ン
会
社
な
ら
で
は
の

他
に
は
追
従
で
き
な
い

圧
倒
的
強
み
！

ブランディング力
デザイン力
発信力

Strength
強み

ブ
ー
ム
（
チ
ャ
ン
ス
）
に

乗
っ
か
る
！

和菓子再評価

デパ地下ブーム

スイーツブーム

Opportunity

機会

代
替
、
補
填
、
努
力
で

リ
カ
バ
ー
可
能
な
弱
み

和菓子は素人

物販は未経験

Weakness

弱み

2020.1113



専
門
家
の
引
き
出
し

来
上
が
っ
た
藩
営
前
橋
製
糸
所
は
速
水
が

「
糸
試
験
所
」と
呼
ん
で
い
る
。
細
ケ
沢
（
住

吉
町
）の
武
蔵
屋
伴
七
の
屋
敷
を
借
り
て
、

動
力
は
人
力
で
、
６
人
繰
り
で
出
発
し
た
。

３
か
月
後
の
９
月
に
岩
神
村
観
民
大
渡
（
岩

神
町
）に
本
格
的
な
工
場
を
建
設
し
移
っ
た
。

12
人
繰
り
で
動
力
も
風
呂
川
を
利
用
し
た

水
力
に
替
わ
っ
た
。

　

前
橋
藩
は
財
政
事
情
か
ら
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー

の
俸
給
は
1
カ
月
メ
キ
シ
コ
銀
3
百
枚
、
契

約
期
間
は
4
カ
月
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
速
水
堅
曹
は
片
時
も
ミ
ュ
ー
ラ
ー

の
そ
ば
を
離
れ
ず
技
術
の
習
得
に
努
め
た
。

「
速
水
堅
曹
履
歴
抜
萃
」の
7
月
の
と
こ
ろ

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
是
ヨ
リ
日
々
糸
試
験
ニ
関
係
シ
、
ミ
ウ

ラ
ー
ニ
欧
州
製
糸
ノ
実
際
ヲ
問
フ
故ゆ
え

、
宅
ニ

帰
ス
ル
克あ
た

ハ
ザ
ル
多
事
ナ
リ
」。

　

そ
の
結
果
、
速
水
は
器
械
製
糸
技
術
の
奥

ス
イ
ス
人
製
糸
教
師
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー

　

藩
営
前
橋
製
糸
所
は
明
治
３
年

（
１
８
７
０
）
５
月
12
日
に
外
国
人
雇
い
入
れ

が
決
定
し
た
。
６
月
22
日
に
は
シ
ー
ベ
ル
に

伴
わ
れ
て
ス
イ
ス
人
技
師
ミ
ュ
ー
ラ
ー
が
前

橋
市
に
や
っ
て
き
た
。
当
時
、
横
浜
の
居
留

地
に
は
製
糸
業
の
熟
練
外
国
人
が
お
ら
ず
、

神
戸
の
居
留
地
に
ミ
ュ
ー
ラ
ー
が
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
ミ
ュ
ー
ラ
ー
は
イ
タ
リ
ア
で

13
年
間
製
糸
業
に
従
事
し
た
熟
練
者
で
あ
っ

た
。
速
水
堅
曹
の
子
孫
で
あ
る
速
水
美
智
子

さ
ん
の
調
査
に
よ
る
と
、
ス
イ
ス
人
ミ
ュ
ー

ラ
ー
は
3
兄
弟
で
、
兄
が
イ
タ
リ
ア
に
出
て

製
糸
工
場
を
経
営
し
て
い
た
。
兄
の
も
と
で

製
糸
業
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

前
橋
藩
の
責
任
者
は
小
参
事
・
深
沢
雄

象
で
、
直
接
の
仕
事
は
生
糸
取
締
役
に
任
命

さ
れ
た
速
水
堅
曹
が
担
当
し
た
。
７
月
に
出

義
を
習
得
し
、
日
本
最
高
峰
の
製
糸
技
術
者

の
地
位
を
確
立
し
た
。

最
初
の
工
女
（
製
糸
婦
）

　

こ
の
よ
う
に
藩
営
前
橋
製
糸
所
の
設
立

は
進
ん
だ
が
、
前
橋
で
は
外
国
人
を
雇
い
器

械
製
糸
所
を
つ
く
る
こ
と
に
反
対
す
る
空

気
は
根
強
く
、
深
沢
孝
に
よ
る
と
、「
異
人
の

と
こ
ろ
へ
近
づ
く
と
、
生
血
を
吸
わ
れ
る
と

か
、
肉
ば
か
り
喰
い
た
が
っ
て
い
る
か
ら
う

っ
か
り
し
て
い
る
と
命
を
取
ら
れ
る
、
と
い

う
よ
う
な
言
伝
え
が
・
う
わ
さ
さ
れ
ま
し
て
、

誰
も
工
女
の
募
集
に
す
ら
応
じ
ま
せ
ん
」と

い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
深
沢
家
の
「
女
中
で
あ
っ
た
保

田
か
ね
」を
製
糸
婦
の
第
1
号
と
し
た
。
深

沢
孝
に
よ
れ
ば
「
保
田
か
ね
」こ
そ
、
日
本

の
器
械
製
糸
婦
第
1
号
と
い
う
記
念
す
べ

き
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
保
田
か
ね
は

手
島
仁
の
前
橋
学
講
座

連 載 企 画

～
歴
史
×
ビ
ジ
ネ
ス
×
ま
ち
づ
く
り
～

第
８
回

藩
営
前
橋
製
糸
所
創
業
１
５
０
年
③
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薪窯パン four à bois様

［ 施工・写真提供：宮下工業株式会社様 ］
前橋市敷島町

フリッツアートセンター前庭

GRASSA様
設計：中村竜治建築設計事務所様

なか又 前橋本店様
設計：スキーマ建築計画様

103

弊社ロゴマークの BeBrick には、煉瓦を通して豊かな日常をすごせるよう、BAKE 
&EAT の願いを込めて煉瓦を焼くそしてパンやピッツァを焼いて食を楽しむ願い
を込めています。
GRASSA様・なか又様・four à bois 様それぞれが異なった煉瓦の趣を醸し出し、
“めぶく”前橋の象徴的な食の空間として寄与させていただきました。

〒371-0841 前橋市石倉町四丁目18-11  TEL.027-251-5824  http://www.masudarenga.co.jp/



結
婚
し
て
か
ら
深
沢
家
と
の
縁
も
な
く
な

り
、
深
沢
孝
が
回
顧
録
「
上
州
蚕
業
秘
史
・

関
根
夜
話
」を
残
し
た
こ
ろ
（
昭
和
9
年
）に

は
、
音
信
不
通
の
状
態
で
、
ど
こ
に
い
る
の

か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

筆
者
が
前
橋
市
に
在
職
し
た
期
間
、「
保

田
か
ね
」に
光
を
当
て
た
い
と
、
そ
の
子
孫

や
情
報
を
探
し
た
が
、
い
ま
だ
に
全
く
手
掛

か
り
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
読
者
の
み

な
さ
ん
で
関
心
の
あ
る
方
は
一
緒
に
調
査
し

て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

師
婦
・
西
塚
梅

　

藩
営
前
橋
製
糸
所
を
任
さ
れ
た
速
水
堅

曹
に
と
っ
て
心
強
か
っ
た
の
は
、
姉
・
西
塚

梅
の
存
在
で
あ
っ
た
。
梅
は
天
保
13
年

（
１
８
４
２
）に
遠
藤
鐘
し
ょ
う

平へ
い

と
結
婚
し
四
男

二
女
を
生
む
が
、
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）に

鐘
平
と
死
別
。
家
老
・
下
川
又
左
衛
門
の
薦

め
に
よ
り
、
藩
士
・
西
塚
清
造
と
結
婚
し
た
。

　

梅
は
弟
・
堅
曹
と
と
も
に
ミ
ュ
ー
ラ
ー
か

ら
器
械
製
糸
技
術
を
学
ん
だ
。
梅
が
藩
営
前

橋
製
糸
所
に
工
女
（
製
糸
婦
）と
し
て
入
所

し
た
藩
士
の
娘
た
ち
の
「
師
婦
」と
な
っ
た
。

師
婦
と
は
「
教
婦
」と
か
「
工
女
取
締
」と
か

呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
製
糸
技
術
を
教
え
る
女

性
の
先
生
で
あ
っ
た
。

　

深
沢
孝
は
回
想
録
で
速
水
と
姉
・
梅
を

次
の
よ
う
に
讃
え
て
い
る
。「
速
水
さ
ん
は
、

専
心
に
経
営
に
当
た
り
西
塚
の
お
ば
さ
ん

は
内
を
硬
く
治
め
て
、
よ
く
世
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
西
塚
の
お
ば
さ
ん
は
礼
儀
作
法
の
事

ま
で
細
か
く
世
話
を
や
き
ま
し
た
。
品
位
あ

る
糸
は
礼
儀
を
欠
き
作
法
を
く
づ
し
て
は

出
来
る
も
の
で
は
な
い
、
と
云
う
の
で
し

た
」。

　

当
時
、
10
歳
を
過
ぎ
た
ば
か
り
の
深
沢
孝

は
も
ち
ろ
ん
、
18
歳
前
後
で
あ
っ
た
工
女

（
製
糸
婦
）に
と
っ
て
も
、
梅
は
頼
り
に
な
る

「
西
塚
の
お
ば
さ
ん
」で
あ
っ
た
。
梅
の
口
に

し
て
い
た
「
品
位
あ
る
糸
は
作
法
を
欠
き
、

作
法
を
く
づ
し
て
は
出
来
る
も
の
で
は
な

い
」と
い
う
言
葉
は
感
動
的
で
あ
る
。
こ
の

精
神
が
藩
営
前
橋
製
糸
所
の
製
糸
婦
の
も
の

と
な
り
、
こ
こ
で
学
ん
だ
伝
習
生
の
も
の
と

な
り
、
全
国
に
広
が
っ
た
。
技
術
ば
か
り
で

な
く
こ
の
精
神
に
こ
そ
価
値
が
あ
る
。
こ
れ

が
官
営
富
岡
製
糸
場
に
は
な
い
点
で
あ
る
。

　

日
本
の
製
糸
業
が
や
が
て
世
界
一
と
な
っ

た
の
は
、
西
塚
梅
の
こ
の
教
え
の
賜
物
で
あ

ろ
う
。
西
塚
梅
が
「
大
日
本
帝
国
器
械
蚕
糸

之
開
祖
」と
称
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
梅

が
工
女
を
詠
ん
だ
和
歌
が
2
首
残
さ
れ
て

い
る
。「
を
と
め
ら
が　

を
の
子
語
り
の
お

と
も
な
し　

お
と
な
し
き
子
や　

あ
つ
ま

り
に
け
む
」「
こ
こ
ろ
だ
に　

広
瀬
川
水　

き
し
に
咲
く　

花
の
か
が
み
は　

千
代
も

く
も
ら
じ
」。
梅
の
墓
は
前
橋
市
昭
和
町
の

森し
ん

巌が
ん

寺じ

に
あ
る
。

（
群
馬
地
域
学
研
究
所　

代
表
理
事
）

西塚梅の写真（木箱入り）群馬県立文書館所蔵森巌寺にある西塚梅の墓　
側面には梅の経歴が、裏面には速水堅曹が梅に向けて読んだ詩が刻まれている
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【 〒371-0801  前橋市文京町2-9-19   TEL（027）260-8111  FAX（027）260-8122 】

人事・労務の専門家　信頼できるビジネスパートナー

社会保険労務士法人
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グランドメニューも一新いたしました
さらに魅力的なメニューラインナップで

皆様のお越しをお待ちしております

個室『夢』 個室『花』

10/10（土）

日本料理 くろ松県庁店（群馬県庁舎31階）
TEL 027-220-1131

店舗個室改装リニューアル

https://www.fmgunma.com

ＦＭ ＧＵＮＭＡ アナウンスセミナー

ｗｅｂ会議ツールＺＯＯＭで１コマ３０分間、マンツーマン指導！

何を話せばいいのか
わからない。

話の内容や言葉遣いに
磨きをかけたい。

就職・転職活動のｗｅｂ面接の自己ＰＲ、
受け答えに自信がない。

スピーチを頼まれたが
うまくできるか心配。

オンライン講座 「速習！スピーチクリニック」開講！

そんなあなたのスピーチを短時間でグレードアップ！ｅｔｃ.
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コールベルシステム
呼び出しの
組み合わせが選べ

る

振動

ブザー
点滅

水回りでも
安心して使える

広いエリアで
つながる

〒371-0023　前橋市本町2-11-2　富士オートビル6Ｆ　TEL:027-220-5022（代）　 担当：安田


